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道
の
駅
む
な
か
た
」通
信
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道
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む
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か
た
」通
信

「
道
の
駅
む
な
か
た
」通
信

来
場
者
５
０
０
万
人
を
突
破

　
平
成
20
年
４
月
の
オ
ー
プ

ン
か
ら
４
年
目
を
迎
え
た
道

の
駅
む
な
か
た
で
７
月
29

日
、
来
場
者
が
５
０
０
万
人

を
突
破
し
ま
し
た
。

　
記
念
す
べ
き
５
０

０
万
人
目
の
来
場
者

と
な
っ
た
の
は
、
直

方
市
の
行
実
（
ゆ
き

ざ
ね
）
英
二
さ
ん

（
65
歳
）
と
保
子
さ

ん
（
52
歳
）
夫
妻
。

行
実
さ
ん
夫
妻
に
は

谷
井
博
美
市
長
ら
か

ら
記
念
品
と
し
て
、

３
・
２
キ
ロ
の
タ
イ

を
は
じ
め
、サ
ザ
エ
、

ヤ
リ
イ
カ
、ア
ワ
ビ
、

谷
井
市
長
（
右
端
）
ら
か
ら
記
念
品
を

贈
ら
れ
る
行
実
さ
ん
夫
妻
（
中
央
）

ヒ
ラ
ス
と
花
束
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
行
実
さ
ん
夫
妻
は
「
月
２

回
ほ
ど
、
家
族
み
ん
な
が
大

好
き
な
ア
ジ
の
開
き
を
買
う

た
め
に
道
の
駅
へ
来
て
い
ま

す
が
、
５
０
０
万
人
目
と
聞

い
て
驚
い
て
い
ま
す
。
い
た

だ
い
た
記
念
品
は
、
刺
身
な

ど
に
し
て
み
ん
な
で
食
べ
た

い
で
す
」
と
、
思
わ
ぬ
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
大
喜
び
で
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
道
の
駅
む
な
か
た

�

☎
（
62
）
２
７
１
５

国
・
県
な
ど
か
ら

安全パトロール
ステッカーで

地域の犯罪減少を
　赤間地区コミュニティ・センターで７月27日、車両に磁石で付ける「地域
安全パトロールステッカー」の贈呈式を開きました。これは、宗像警察署の
教育大前交番が赤間地区コミュニティ運営協議会の協力を得て、６月中旬に
同センターで運営協議会の役員や地域の企業、大学生らを集めて、地域防犯
活動の推進策などを協議。その中で、グローバルアリーナから「所有する事
業用車両にステッカーを付けてパトロール活動に取り組みたい」と提案があ
り、同運営協議会が作ったステッカーを贈呈することになったものです。

　贈呈式で同運営協議会会長の前
田誠さんが、グローバルアリーナ
の事業部責任者・百﨑順二さんに
ステッカーを手渡しながら「私た
ちのステッカーがお役に立てば何
よりです。お互い地域防犯に頑張
りましょう」と激励。百﨑さんも「会
社が持っている事業用車両７台と
送迎用バス３台に付けます。地域
の犯罪が１件でも減るように頑張
ります」と決意を述べました。

　立ち会った教育大前交番の須﨑正俊警部補は「グローバルアリーナの所在
地は、吉武地区コミュニティ運営協議会のエリアですが、防犯活動に垣根は
ありません。お互い協力してもらえるとありがたいです」と笑顔で話してい
ました。� （市民記者・真嶋賢一）

■問い合わせ先　赤間地区コミュニティ運営協議会　☎（39）７０５１

ステッカーを手にする
百﨑さん（右端）と前田さん（中央）

親子で着衣泳を学ぶ
浮いて助けを待つ

　
田
久
子
ど
も
会
が
７
月
23

日
、
赤
間
小
学
校
の
プ
ー
ル

で
「
親
子
着
衣
泳
教
室
」
を

開
き
、
親
子
36
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
着
衣
泳
と
は
、
洋
服
な
ど

の
衣
類
を
身
に
付
け
て
、
海

や
川
、
プ
ー
ル
な
ど
で
泳
ぐ

こ
と
で
、
水
難
事
故
時
で
は

「
命
を
守
る
着
衣
泳
」
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
指
導
者
は
、
福
岡

県
着
衣
泳
会
の
川
原
公
仁
さ

ん
（
34
歳
・
筑
紫
野
太
宰
府

消
防
本
部
）
ら
５
人
。
着
衣

泳
の
必
要
性
や
水
の
事
故
に

遭
っ
た
場
合
、
命
を
守
る
た

め
に
ど
の
よ
う
な
対
処
を
し

た
ら
よ
い
か
、
親
子
で
体
験

を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。

　
川
や
海
で
の
事
故
で
亡
く

な
る
人
は
、
年
間
約
１
０
０

０
人
。
そ
の
う
ち
約
８
０
０

人
が
着
衣
の
状
態
で
、
水
際

で
の
事
故
が
大
半
を
占
め
て

い
ま
す
。

　
水
の
事
故
に
遭
っ
た
場
合

の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
①
自
分

が
お
ぼ
れ
た
ら
、
浮
い
て
救

助
が
来
る
ま
で
待
つ
②
お
ぼ

れ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
浮

き
そ
う
な
も
の
を
投
げ
入
れ

て
自
分
は
入
水
し
な
い
③
プ

ロ
の
助
け
を
呼
ぶ
こ
と
や
、

１
１
９
番
へ
電
話
を
掛
け
る

時
の
注
意
点
な
ど
、
着
衣
泳

会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
分
か
り

や
す
く
説
明
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　
次
は
水
中
で
の
実
演
で

す
。
参
加
者
は
ま
ず
、
自
分

の
靴
を
水
の
中
に
沈
め
て
手

を
離
す
と
、
靴
が
浮
く
こ
と

を
学
習
。
そ
の
後
、
着
衣

の
ま
ま
プ
ー
ル
に
入
っ
て
、

ゲ
ー
ム
な
ど
で
着
衣
の
感
覚

と
体
を
慣
ら
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
い
よ
い
よ
、
水
に

浮
く
「
背
浮
き
」
の
体
験
で

す
。
ま
ず
、
着
衣
泳
会
の
メ

ン
バ
ー
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

使
っ
て
実
演
し
ま
し
た
。

　
仰
向
け
に
な
っ
て
①

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
お
な

か
よ
り
や
や
下
目
に
持

つ
②
体
の
力
を
抜
く
③

顎
を
上
げ
る
な
ど
の
ポ

イ
ン
ト
の
説
明
を
受
け

た
後
、
ま
ず
子
ど
も
た

ち
が
背
浮
き
に
挑
戦
。

初
め
は
う
ま
く
い
か
ず

体
が
沈
ん
だ
り
足
が
下

が
っ
た
り
し
て
い
ま
し

た
が
、
コ
ツ
を
つ
か
む

と
気
持
ち
良
さ
そ
う
に

水
面
に
浮
い
て
い
る
子

ど
も
や
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

し
で
も
浮
い
て
い
る
保
護
者

も
い
ま
し
た
。

　
次
は
、
水
難
事
故
に
遭
っ

た
人
を
救
助
す
る
訓
練
で

す
。
プ
ー
ル
に
浮
き
そ
う
な

物
を
投
げ
入
れ
ま
す
。
今
回

は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
い
ま

し
た
が
、
ラ
ン
ド
セ
ル
や

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
、
ご
み
袋

も
有
効
で
す
。

　「
助
け
る
人
は
、
大
き
な

声
を
掛
け
て
相
手
の
胸
に
向

か
っ
て
放
物
線
を
描
く
よ
う

に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
投
げ
、

救
助
が
来
る
ま
で
声
を
掛
け

て
励
ま
す
。
救
助
さ
れ
る
人

は
、
物
を
取
る
時
に
手
を
上

げ
る
と
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て

沈
ん
で
し
ま
う
の
で
、
水
面

に
浮
い
た
物
を
ゆ
っ
く
り
取

る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
指

導
を
受
け
、
命
を
守
る
こ
と

を
真
剣
に
学
ん
だ
講
習
と
な

り
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
コ
メ
ン
ト
】

▽
中
島
勉
さ
ん
（
40
歳
代
）、

諒
（
り
ょ
う
）
く
ん
（
赤

間
小
６
年
）、理
咲（
り
さ
）

さ
ん
（
同
小
１
年
）

　
着
衣
泳
は
初
め
て
で
し
た

が
、
親
子
で
楽
し
く
で
き
ま

し
た
。
靴
が
浮
く
の
は
大
発

見
で
、
足
が
沈
む
の
を
助
け

て
く
れ
る
。
浮
い
て
助
け
を

待
つ
の
が
大
切
と
い
う
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
子
ど
も

は
「
服
が
体
に
く
っ
つ
い
て

違
和
感
が
あ
る
」
と
言
っ
て

い
ま
し
た
が
、
家
族
で
釣
り

に
出
か
け
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
万
が
一
の
時
に
は
今
日

習
っ
た
こ
と
を
生
か
し
た
い

▽
山
本
咲
枝
（
さ
え
）
さ
ん

（
同
小
４
年
）、中
山
結（
ゆ

う
）
さ
ん
（
同
小
４
年
）

　
足
が
重
く
て
沈
ん
で
し
ま

い
少
し
怖
か
っ
た
。
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
に
つ
か
ま
る
と
体
が

軽
く
な
っ
た
。
浮
い
た
時
は

自
分
の
命
を
守
る
こ
と
し
か

考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
着
衣

泳
を
知
ら
な
い
人
に
教
え
て

水
難
事
故
を
減
ら
し
た
い

�

（
市
民
記
者
・
岩
元
賢
一
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
子
ど
も
育
成
課

�

☎
（
36
）
１
２
１
４

公
証
週
間無

料
相
談
会

●
主
催
　
日
本
公
証
人
連
合

会
●
期
間
　
10
月
１
日
（
土
）

〜
同
７
日
（
金
）

●
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
30
分

●
相
談
内
容
　
相
続
、遺
言
、

離
婚
、
任
意
後
見
、
各
種

契
約
な
ど

●
会
場
／
受
付
電
話
番
号

▽
福
岡
公
証
役
場
（
福
岡
市

中
央
区
舞
鶴
３
・
７
・

13
・
大
禅
ビ
ル
２
階
）
／

☎
０
９
２
（
７
４
１
）
０

３
１
０

▽
博
多
公
証
役
場
（
福
岡
市

博
多
区
博
多
駅
前
３
・

25
・
24
・
八
百
治
ビ
ル
３

階
）
／
☎
０
９
２
（
４
０

０
）
２
５
６
０

動
物
愛
護
週
間

●
内
容
　
９
月
20
日
（
火
）

〜
同
26
日
（
月
）
は
動
物

愛
護
週
間
。「
言
葉
は
な

く
と
も
動
物
は
み
ん
な
友

だ
ち
！
」を
合
い
言
葉
に
、

県
が
動
物
愛
護
に
関
す
る

催
し
を
開
催
し
ま
す

【
動
物
慰
霊
祭
】

●
日
時
　
９
月
22
日
（
木
）

午
後
２
時
開
始

●
場
所
　（
財
）
福
岡
県
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
古
賀

市
小
竹
１
３
１
・
２
）

【
動
物
愛
護

�

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】

●
日
時
　
10
月
９
日
（
日
）

午
前
11
時
30
分
開
始

●
場
所
　
だ
ざ
い
ふ
遊
園

地
（
太
宰
府
市
宰
府
４
・

７
・
８
）

＊
当
日
入
園
無
料

●
内
容
　
ペ
ッ
ト
ス
ケ
ッ
チ

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
と
展

示
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、

動
物
ク
イ
ズ
な
ど

【
共
通
事
項
】

■
問
い
合
わ
せ
先

県
宗
像
・
遠
賀
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
保
健
衛
生
課

�

☎
（
36
）
６
０
９
８

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
て

水
面
に
浮
く
子
ど
も
た
ち


